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岩
谷
十
郎
先
生
は
、
二
〇
二
六
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
。

　

岩
谷
先
生
は
、
一
九
八
四
年
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
修
士
課

程
に
進
学
さ
れ
、
一
九
八
九
年
三
月
に
同
研
究
科
公
法
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
年
四
月
よ

り
法
学
部
専
任
講
師
に
就
任
さ
れ
た
。
以
後
、
一
九
九
二
年
に
助
教
授
、
二
〇
〇
一
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
そ
の
間
、
一
九
九
七

年
か
ら
の
二
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
明
研
究
院
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
）
訪
問
研
究
員
と
し
て
見
聞
を
広
め
ら
れ
た
。

　

先
生
は
、
法
学
部
教
授
向
井
健
先
生
の
下
で
日
本
法
制
史
の
研
究
を
志
し
、
手
塚
豊
先
生
（
本
塾
名
誉
教
授
）
の
確
立
さ
れ
た
実

証
的
な
方
法
論
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
大
学
院
時
代
に
お
い
て
は
、
勝
田
有
恒
先
生
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）・
上
原
行
雄
先
生
（
同

前
）・
大
木
雅
夫
先
生
（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）
の
薫
陶
を
仰
が
れ
る
こ
と
で
比
較
法
、
比
較
法
史
、
及
び
法
哲
学
に
つ
い
て
の
学
識

を
蓄
え
ら
れ
、
法
文
化
論
と
い
う
新
し
い
学
問
領
域
へ
も
関
心
を
広
げ
ら
れ
た
。
近
世
か
ら
近
代
へ
と
移
行
す
る
変
動
期
の
明
治
日

本
に
お
い
て
、「
法
」
が
ど
の
よ
う
に
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
既
存
の
秩
序
と
ど
の
よ
う
に
接
触
し
て
「
法
学
」
と
し
て
学
識
化

さ
れ
て
い
く
の
か
、
複
雑
な
背
景
事
情
が
二
重
三
重
に
も
入
り
組
ん
だ
こ
の
テ
ー
マ
に
、
先
生
は
史
資
料
の
博
捜
を
通
じ
て
、
あ
る

時
は
中
央
・
地
方
の
司
法
官
や
弁
護
士
た
ち
の
残
し
た
断
片
的
な
文
書
か
ら
、
あ
る
時
は
西
洋
か
ら
や
っ
て
き
た
お
雇
い
外
国
人
た

ち
の
残
し
た
書
簡
な
ど
か
ら
接
近
を
図
ら
れ
た
。
そ
の
一
端
を
一
書
と
し
て
纏
め
、
義
塾
賞
を
受
け
ら
れ
た
『
明
治
日
本
に
お
け
る

法
解
釈
と
法
律
家
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
日
本
近
代
法
制
史
学
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
成
果
と
な
っ
て
い
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る
。
ま
た
、
長
年
に
亘
っ
て
教
育
・
研
究
上
の
関
心
を
共
に
さ
れ
た
森
征
一
先
生
（
本
塾
名
誉
教
授
）
と
の
共
編
に
よ
る
『
法
と
正

義
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
は
、
非
文
字
資
料
た
る
図
像
を
素
材
に
「
法
」
を
読
み
解
く
斬
新

な
切
り
口
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、
わ
が
国
の
法
文
化
研
究
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
。
こ
の
二
書
に
限
ら
ず
、
数
多
発
表

さ
れ
た
書
籍
や
論
考
の
評
価
に
裏
打
ち
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
法
文
化
学
会
理
事
長
を
、
二
〇
一

八
年
七
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
六
月
ま
で
法
制
史
学
会
代
表
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
生
の
学
問
を
支
え
る
幅
広
い
学
識
は
、
教
育
に
お
い
て
も
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
課
題
図
書
の
輪
読
の
形
式
を
と
る
研
究
会

に
お
い
て
は
、
学
生
か
ら
提
示
さ
れ
た
と
き
に
は
生
煮
え
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
先
生
に
よ
り
提
示
さ
れ
る
新
た
な
視
角
に
気

づ
き
を
得
る
こ
と
で
、
学
生
は
い
つ
し
か
よ
り
深
い
思
索
へ
と
導
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
都
合
三
三
期
を
数
え
る
研
究
会
に
参

加
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
の
人
生
に
は
、
学
生
時
代
の
こ
の
思
索
の
経
験
が
確
実
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
結
束
は
今
で
も
極
め
て

強
固
で
あ
る
。
卒
業
生
の
中
に
は
大
学
教
員
の
専
任
職
に
就
い
た
者
も
少
な
く
な
く
、
出
口
雄
一
本
塾
法
学
部
教
授
を
筆
頭
に
、
そ

れ
ぞ
れ
み
な
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
先
生
は
講
義
に
お
い
て
も
そ
の
学
識
を
惜
し
む
こ
と
な
く
披
露
さ
れ
、
そ
の
穏
や
か
な
口
調
も
手
伝
い
、
通
学
生
は

も
と
よ
り
、
通
信
教
育
の
学
生
に
も
広
く
支
持
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
史
へ
の
深
い
理
解
に
基
づ
く
留
学
生
に
対
し
て
の
暖
か
い
視
線

も
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
の
柔
軟
な
お
人
柄
に
伴
う
巧
み
な
調
整
力
は
、
そ
の
卓
抜
し
た
事
務
能
力
も
相
俟
っ
て
、
学
内
業
務
の
枢
要
な
担
い
手
と
し

て
の
期
待
に
結
び
つ
い
た
。
学
部
や
大
学
院
の
学
習
指
導
は
も
と
よ
り
人
事
委
員
長
、
学
部
長
補
佐
等
の
重
要
な
役
割
を
長
く
担
わ

れ
た
が
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
一
年
七
月
に
か
け
て
は
、
足
か
け
三
期
に
亘
っ
て
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、「
法
曹
コ
ー
ス
」
の
創
設
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
等
学
内
外
の
困
難
に
も
巧
み
に
舵
取
り
を
さ
れ
た
。
更
に
、

二
〇
二
一
年
八
月
か
ら
は
慶
應
義
塾
常
任
理
事
、
二
〇
二
五
年
五
月
よ
り
副
学
長
職
の
重
責
を
担
わ
れ
て
い
る
。
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幼
稚
舎
出
身
で
あ
る
先
生
の
慶
應
へ
の
愛
は
大
変
深
い
も
の
が
あ
る
。
法
学
部
に
就
任
さ
れ
た
翌
年
か
ら
所
員
と
し
て
務
め
ら
れ

た
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
所
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
学
問
の
対

象
と
し
て
も
慶
應
と
福
澤
を
深
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
、
大
学
の
社
会
的
位
置
づ
け
が
問
わ
れ
る
昨
今
、
塾
を
代

表
す
る
立
場
と
し
て
こ
の
問
い
に
応
じ
る
先
生
の
信
念
は
、
常
に
慶
應
へ
の
愛
に
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
後
も
常
任
理
事
の
お
立
場
と
し
て
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
る
も
の
の
、
先
生
が
法
学
部
を
退
職
さ
れ
る
こ
と
は
や
は
り
大
変
に

寂
し
い
。
長
年
に
亘
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
今
後
の
ご
研
究
の
更
な
る
進

展
を
祈
念
し
、
本
号
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。

　
　

二
〇
二
五
年
一
二
月

�

法
学
部
長　

亀
井　

源
太
郎　
　


